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(論文審査の要旨)  
学士（理学）、修士（理学）Md. Shahanoor Alam 君提出の博士学位論文は、「Study on the function 
and structure of proteins in the developmental process（発生現象におけるタンパク質の機能と構造
に関する研究）」と題し、5章より成っている。 
生物の重要構成成分であるタンパク質の機能は、その立体構造によって決定される。本研究では、


























いて述べている。ヒトデ先体反応は ARISと asterosapの協調作用により細胞内 cAMPの上昇が生
じ、PKAによるリン酸化を介してアクチン重合による先体突起が形成される。そこで、この PKA
の基質となる新規タンパク質 PKAS1を単離同定し、質量分析によりリン酸化の位置を決定し、そ
の機能との関係について論じている。 
第 5章では上記の研究を総括し結論を述べている。 
以上、本論文は、再生における UTPaseと受精における PKAS1の機能と構造について明らかに
している。よって、本論文の著者は博士(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
